
均
の
３
分
の
１
と
い
う
不
十
分
な

状
況
で
す
。

　
今
春
も
都
に
対
し
、
人
口
増
に

比
例
し
て
病
院
の
ベ
ッ
ド
数
を
大

幅
に
増
や
し
、
医
療
過
疎
練
馬
の

くくくくくらし、子育て、
医療第一へ

くらし、子育て、
医療第一へ

くらし、子育て、
医療第一へ 都政かえる確かな力都政かえる確かな力都政かえる確かな力 とや英津子とや英津子とや英津子

とや英津子さんってとや英津子さんってとや英津子さんって
こんな人こんな人こんな人

日本共産党

　
私
に
届
い
た

メ
ー
ル
に
は
、

妊
娠
30
週
で
破
水
し
、
区
内
で
病

院
が
見
つ
か
ら
ず
、
結
局
区
外
の

病
院
に
搬
送
さ
れ
た
が
、
赤
ち
ゃ

ん
の
命
は
助
か
ら
な
か
っ
た
と
、

綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
赤
ち
ゃ
ん
の
命
を
助
け
た

い
」
|
|
こ
の
思
い
で
、
私
は
区

議
会
の
医
療
・
高
齢
者
委
員
と
し

て
、
医
療
の
充
実
の
た
め
に
力
を

尽
く
し
ま
し
た
。

　
東
京
都
に
も
要
請
書
を
提
出
し
、

順
天
堂
病
院
の
周
産
期
医
療
の
拡

充
、
練
馬
駅
前
の
回
復
期
リ
ハ
ビ

医
療
練
馬
の
小
児・救
急
医
療
充
実
に
奮
闘

練
馬
の
医
療
過
疎
解
決
に

力
を
つ
く
し
ま
す

練
馬
の
小
児
救
急
医
療
充
実
に
奮
闘

練練練練練
馬馬馬
ののののの
医医医
療療療
過過
疎疎
解解解解
決決決決
ににににに

力力力力力
をををを
つつつつつ
くくくくく
ししししし
ままままま
すすすすす

練
馬
の
医
療
過
疎
解
決
に

力
を
つ
く
し
ま
す

練
馬
の
医
療
過
疎
解
決
に

力
を
つ
く
し
ま
す

保
育
練
馬
の
保
育
運
動
を
進
め
て
き
た
経
験
生
か
し

認
可
保
育
園
の
待
機
児
ゼ
ロ
と

質
の
良
い
保
育
を
実
現
し
ま
す

練
馬
の
保
育
運
動
を
進
め
て
き
た
経
験
生
か

認認認認
可可可
保保保保保
育育育育
園園
ののの
待待待待待
機機機
児児
ゼゼゼゼゼ
ロロロロ
ととととと

質質質質質
ののの
良良良良良
いいいい
保保保保保
育育育
ををを
実実実実実
現現
ししししし
ままままま
すすすすす

認
可
保
育
園
の
待
機
児
ゼ
ロ
と

質
の
良
い
保
育
を
実
現
し
ま
す

認
可
保
育
園
の
待
機
児
ゼ
ロ
と

質
の
良
い
保
育
を
実
現
し
ま
す

福
祉

電
車
の
ホ
ー
ム
ド
ア
を

全
て
の
路
線
に

電電電電電
車車車車
ののののの
ホホホホホ
ー
ムムムムム
ドドドドド
アアアアア
ををををを

全全全全全
ててててて
ののののの
路路路路路
線線
ににににに

電
車
の
ホ
ー
ム
ド
ア
を

全
て
の
路
線
に

電
車
の
ホ
ー
ム
ド
ア
を

全
て
の
路
線
に

平
和
憲
法
改
悪
ノ
ー
の
声
、練
馬
か
ら
都
に

非
核
都
市
東
京
宣
言
を

実
現
し
ま
し
ょ
う

憲
法
改
悪
ノ

の
声
練
馬
か

都
に

非非非非非
核核核核核
都都都都都
市市市
東東東東
京京京京
宣宣宣宣
言言言言
をををを

実実実実実
現現
ししししし
ままままま
ししししし
ょょょょょ
ううううう

非
核
都
市
東
京
宣
言
を

実
現
し
ま
し
ょ
う

非
核
都
市
東
京
宣
言
を

実
現
し
ま
し
ょ
う

リ
病
院
新
設
や
大
泉
学
園
の
回
復

期
病
棟
整
備
に
道
を
開
き
ま
し
た
。

　
練
馬
の
病
院
の
ベ
ッ
ド
数
（
人

口
10
万
人
当
た
り
）
は
、
23
区
平

　
私
は
練
馬
の
保
育
運
動
、
学
童

ク
ラ
ブ
運
動
に
、
父
母
と
し
て

ず
っ
と
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
区
議
会
議
員
に
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
か
ら
も
「
安
心
し
て
預
け
ら

れ
る
保
育
所
を
」
と
い
う
子
育
て

マ
マ
の
願
い
に
寄
り
そ
い
、
保
育

所
待
機
児
問
題
で
住
民
と
共
に
運

動
し
、
区
議
会
で
質
問
し
て
き
ま

し
た
。

　
そ
の
結
果
、
練
馬
で
は
２
０
１

４
年
度
に
は
認
可
保
育
所
が
１
０

０
０
人
以
上
増
え
ま
し
た
。
ま
た
、

大
泉
学
園
駅
南
側
に
あ
る
都
有
地

の
活
用
を
提
言
し
、
認
可
保
育
園

が
実
現
す
る
な
ど
力
を
尽
く
し
て

き
ま
し
た
。

　
今
度
は
、
保
育
予
算
と
権
限
の

多
く
を
握
る
東
京
都
で
が
ん
ば
り
、

練
馬
区
で
の
認
可
保
育
園
の
待
機

児
ゼ
ロ
の
実
現
と
、
保
育
士
の
処

遇
改
善
、
質
の
良
い
保
育
実
現
へ

全
力
を
あ
げ
ま
す
。

解
決
を
求
め
る
要
請
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

　
都
の
姿
勢
を
正
し
、
区
西
北
部

へ
の
新
病
院
誘
致
実
現
な
ど
に
力

を
つ
く
し
ま
す
。

　
視
覚
障
が
い
者
の
鉄
道
事
故
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
松
村
都
議
と

共
に
当
事
者
の
声
も
聞
き
都
に
要

請
し
、
大
江
戸
線
全
線
へ
の
ホ
ー

ム
ド
ア
設
置
に
力
を
つ
く
し
ま
し

た
。

　
障
が
い
者
は
も
ち
ろ
ん
、
全
て

の
乗
客
の
安
全
を
守
る
ホ
ー
ム
ド

ア
を
、
西
武
線
は
じ
め
全
路
線
で

実
現
す
る
た
め
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
私
は
、
安
保
法
制
＝
戦
争
法
の

廃
止
を
求
め
、
国
会
包
囲
行
動
へ

の
参
加
な
ど
粘
り
強
く
活
動
し
て

き
ま
し
た
。
区
議
会
で
は
、「
戦

争
法
案
に
反
対
す
る
意
見
書
」
を

野
党
で
統
一
し
て
提
出
で
き
ま
し

た
。

　
日
本
を
戦
争
す
る
国
に
す
る
憲

法
改
悪
は
絶
対
に
許
せ
ま
せ
ん
。

　
首
都
東
京
か
ら
、
戦
争
を
す
る

国
ノ
ー
・
憲
法
改
悪
ノ
ー
の
声
を

あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　練馬区中村で３人兄弟の
長女として生まれる。手の
マメがつぶれるほど鉄棒に
熱中する一面も。
　同居の祖母からは、戦争
の悲惨さを学んで育ちまし
た。

地元練馬で
　　生まれ育って

　大学１年のとき核廃絶運
動の高まりの中で民青同盟
に加盟。その後、日本共産
党に入党しました。
　結婚後、３人の子どもの
母親として保育園の父母会
を設立。学童クラブの職員

３人の子を育て、練馬の
保育運動の先頭で奮闘

　その後、共産党練馬区議
団の事務局員として勤務し、
03年「政治を変えたい」と
練馬区議選に立候補し当選
しました。２期目から区議
団幹事長として活動。野党
共闘の調整などにつとめ、
戦争法反対の意見書提出な
どに力を尽しました。

練馬区議として４期13年
団幹事長として活動

削減反対運動で、区内で
20万署名に取組み削減をス
トップさせ、練馬の保育運
動に奮闘しました。

都に「練馬の医療充実を求める
要請書」を提出（16年5月）

視覚障がい者と現地調査をする、
とや区議と松村都議

今
度
は

都
で

６
名
の
共
産
党
区
議
団

３
人
の
子
ど
も
と
戸
谷
さ
ん

（
1
9
9
8
年
頃
）


